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「
棉
花
記
」
、
「
和
紙
」
、
「
伝
染
病
院
」
、
「
淡
墨
」
、
「
道
」
の
五
篇
の
う
ち
か
ら
、
私
は
「
和
紙
」
を

推
す
こ
と
に
し
た
。

　
健
康
な
美
し
さ
と
で
も
云
ふ
べ
き
も
の
が
あ
り
、
「
和
紙
」
と
い
ふ
標
題
の
象
徴
が
、
作
品
の
感
触
の
な
か

に
見
事
に
生
か
さ
れ
て
ゐ
る
点
を
小
説
と
し
て
最
も
高
く
評
価
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。

「
棉
花
記
」
は
、
正
面
か
ら
時
局
的
問
題
を
取
扱
つ
た
野
心
作
で
、
十
分
読
み
ご
た
へ
は
あ
つ
た
が
、
未
完
結

の
た
め
、
全
体
と
し
て
の
点
数
は
ま
だ
入
れ
ら
れ
な
い
。

「
淡
墨
」
も
時
局
的
意
義
を
も
つ
た
好
個
の
短
篇
で
な
か
な
か
鋭
い
と
こ
ろ
の
あ
る
才
筆
に
は
感
服
し
た
が
、

劇
的
な
事
件
を
記
録
風
に
書
き
流
し
た
技
巧
に
却
つ
て
見
得
を
切
つ
た
や
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
感
動
が
少
し

浮
い
て
ゐ
る
と
思
つ
た
。

「
伝
染
病
院
」
は
か
う
い
ふ
材
料
を
自
己
中
心
の
生
活
記
録
に
し
た
と
こ
ろ
が
ど
う
も
新
鮮
で
な
く
、
黙
し
難

い
で
あ
ら
う
一
種
の
公
憤
が
愚
痴
つ
ぽ
く
響
く
の
を
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
と
思
は
せ
る
や
う
な
小
説
で
あ
る
。

「
道
」
は
ち
か
ご
ろ
注
目
す
べ
き
作
品
に
は
違
ひ
な
い
け
れ
ど
も
、
率
直
に
云
つ
て
、
私
は
、
今
、
か
う
い
ふ

も
の
は
そ
つ
と
し
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
岸
田
國
士
全
集26

」
岩
波
書
店

　
　
　1991
（
平
成3

）
年10

月8

日
発
行

底
本
の
親
本
：
「
文
芸
春
秋
　
第
二
十
二
巻
第
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」

　
　
　1944

（
昭
和19
）
年3
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日
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行

初
出
：
「
文
芸
春
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二
十
二
巻
第
三
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」

　
　
　1944

（
昭
和19

）
年3
月1

日
発
行

入
力
：tatsuki

校
正
：
門
田
裕
志

2010

年5

月21

日
作
成

2016

年4

月14

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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